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平成25年度心理科学研究センター員の業績一覧
長田洋和　研究代表者・専修大学人間科学部教授
Osada, H. (2013). Internet addiction in Japanese college students: Is Japanese version of 
Internet Addiction Test (JIAT) useful as a screening tool? Bulletin of Senshu 
University, School of Human Sciences: Psychology, 3, 71-80.
Osada, H., de Amorim, A. C., Velosa, A., Wan, W. P., Lotrakul, P., & Hara, H. (2013). 
Depression risks in mothers of children with developmental disabilities: a cross-
cultural comparison of Brazil, Colombia, Malaysia, and Thailand. International Journal 
of Social Psychiatry, 59, 398-400. 
Perlin, M. L. (2013). Human Rights Law for Persons With Disabilities in Asia and the 
Pacific: The Need for a Disability Rights Tribunal. H. Osada (Chair), Keynote speech 
conducted at the 3rd International Association for the Scientific Study of Intellectual 
and Developmental Disabilities Asia-Pacific Conference, Tokyo, Japan.
Osada, H. (2013). Literacy of Developmental Disorders in Japanese General Populations.　
Symposium conducted at the 1st annual meeting of the center for psychological 
science, the institute for the development of social intelligence, Senshu University, 
Tokyo, Japan. 
大久保街亜　事務局長・専修大学人間科学部准教授
Okubo, M., Ishikawa, K., & Kobayashi, A. (2013). No trust on the left side: Hemifacial 
asymmetries for trustworthiness and emotional expressions. Brain and Cognition, 82, 
181-186.
Okubo, M. & Jiang, Y. (2013). Grotesque impressions enhance the gaze cueing effect. 
International Journal of Social Science Studies, 1, 215-221.
大久保街亜（2013）．視線・不安・恐怖：視線手がかり法による検討　専修大学人文科学年報, 
43, 79-96.
Okubo, M., Ishikawa, K., & Kobayashi, A. (2013). A smile enhances male facial 
attractiveness for long-term relationships but not for short-term relationships. 9th 
International Conference on Cognitive Science, Hilton Kuching Hotel Kuching, 
Sarawak, Malaysia.
大久保街亜（2013）．論文を書くための心理統計：効果量・信頼区間・事前比較検定　日本認知
心理学会第11回大会 認知心理学ベーシックセミナー2講演，つくば国際会議場．
大久保街亜（2013）．心理統計における新展開：帰無仮説検定の先を見る　YPS2013特別講演，
日光ホテルファミテック．
大久保街亜（2013）．閉じられたANOVAとその先：心理統計の現状と将来を考える　日本基礎
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心理学会 2013年度第1回フォーラム企画・司会，慶應義塾大学．
大久保街亜（2013）．効果量と信頼区間：p値のみでは不十分　日本パーソナリティ心理学会第
22回大会 広報委員会企画シンポジウム話題提供「パーソナリティ心理学における統計分析
の動向」，江戸川大学．
大久保街亜（2012）．裏切りもの検知に表情表出の左右非対称性が果たす役割　第31回日本基
礎心理学会大会，九州大学．
石川健太・大久保街亜（2013）．視線方向が社交不安傾向者の時間知覚に与える効果　日本心
理学会第77回大会，札幌コンベンションセンター．
小林晃洋・大久保街亜（2013）．制御焦点とワーキングメモリ容量の個人差　日本心理学会第77
回大会，札幌コンベンションセンター．
鈴木玄・大久保街亜（2013）．非注意による見落としに及ぼす意味情報の影響　日本心理学会第
77回大会，札幌コンベンションセンター．
鈴木敦命・石川健太・小林晃洋・大久保街亜（2013）．不正確だが共有されている顔の信頼性
判断　日本心理学会第77回大会，札幌コンベンションセンター．
Okubo, M., Ishikawa, K., & Kobayashi, A. (2013). Smile intensity and hemifacial asymmetry 
for perceived trustworthiness. 2013 Psychonomic Society Annual Meeting, Sheraton 
Centre Hotel in Toronto, Ontario, Canada.
Kobayashi, A. & Okubo, M., (2013). Choking under Pressure: Regulatory Focus and 
Working Memory Capacity. 2013 Psychonomic Society Annual Meeting, Sheraton 
Centre Hotel in Toronto, Ontario, Canada. 
Ishikawa, K. & Okubo, M. (2013). The overestimation of stimulus durations in social 
anxiety. 21st Annual Meeting on Object Perception, Attention, and Memory, Sheraton 
Centre Hotel in Toronto, Ontario, Canada.
鈴木玄・大久保街亜（2013）．非注意による見落としに及ぼす意味情報の類似性の影響　日本基
礎心理学会第32回大会，金沢大学．
澤幸祐　研究推進責任者・専修大学人間科学部准教授
澤幸祐（2013）．行動生物学辞典　東京化学同人（分担執筆）
Takahashi, Y., Sawa, K., & Okada, T. (2013). The diurnal variation of performance of the 
novel location recognition task in male rats. Behavioural Brain Research, 256, 488-493.
関口勝夫・牛谷智一・澤幸祐（2013）．複数のランドマーク使用による空間情報の統合と競合　
動物心理学研究, 63, 65-77.
蔵屋鉄平・澤幸祐（2013）．強制水泳試験によるうつ病モデルマウスの現状と課題　専修人間科
学論集：心理学篇, 3(1), 33-40.
蔵屋鉄平・澤幸祐（2013）．うつ病モデルマウスの活動性における周期性の変化―強制水泳の実
施回数が自発運動量に与える影響の時系列分析―　日本心理学会第77回大会，札幌コンベ
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ンションセンター．
Sekiguchi, K., Ushitani, T., & Sawa, K. (2013). The use of multiple landmarks by humans 
(Homo sapiens) in open-field search task. The 20th Annual International Conference 
on Comparative Cognition, Melbourne, Florida, USA.
Miyashita, H., Kurihara, A., & Sawa, K. (2013). Effects of forced swim procedure on 
renewal of conditioned fear response in rats. 20th Annual International Conference on 
Comparative Cognition, Melbourne, Florida, USA.
宮下遥・栗原彬・澤幸祐（2013）．ラットにおける強制水泳試行数の違いが恐怖反応の再発に及
ぼす影響　第73回日本動物心理学会大会，筑波大学．
栗原彬・澤幸祐（2013）．社会的学習によって得られた情報の保持間隔に関する検討: ラットの食
物選択場面を用いて　日本心理学会第77回大会，北海道医療大学．
下斗米淳　専修大学人間科学部教授
小澤拓大・下斗米淳（2012）．結果関連関与が意思決定におけるネガティビティ・バイアスの強
度に及ぼす影響―将来自己と心理的安全装置の関連―　専修人間科学論集：心理学篇, 
2(1), 9-20.
飛田操・下斗米淳・風間文明・角尾美奈（2013）．世間に対する自己機能　世間心理学研究会（編）　
自己・他者・「世間」の心理学　学習院大学人文科学研究所　pp.122-123.
小澤拓大・下斗米淳（2013）．過剰適応と実行されたサポートとの関連：被援助志向性と心理的
負債感からの検討　日本社会心理学会第54回大会，沖縄国際大学．
藤岡新治　専修大学人間科学部教授
藤岡新治（2013）．片口法によるスコアリングと解釈の基礎　日本ロールシャッハ学会第17回大
会，花園大学．
村松励　専修大学人間科学部教授
村松励（2013）．精神鑑定におけるジェノグラムの活用　専修大学人間科学論集：心理学篇, 
3(1), 41-49.
村松励（2013）．非行集団と結びつきのある時の指導―関係機関との連携―　今井五郎・嶋崎政
男・渡部邦雄（編）　学校教育相談の理論・実践事例集　いじめの解明　第一法規　pp.3-15.
山上精次　専修大学人間科学部教授
榎本玲子・山上精次（2012）．道具使用による身体近傍空間の拡張の様相に関する研究　日本基
礎心理学会第31回大会，金沢大学．
山上精次（2013）．回想 日本心理学会第76回大会　Annals of Yamagami Laboratory, 3(1), 
1-3.
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坂上千佳子・岡村陽子・山上精次（2013）．大学生を対象としたメンタルヘルスリテラシー尺度
作成の試み　日本心理学会第77回大会，北海道医療大学．
榎本玲子・山上精次（2013）．道具使用による身体近傍空間の拡張における異方性の検討　日本
心理学会第77回大会，北海道医療大学．
吉田弘道　専修大学人間科学部教授
吉田弘道（2013）．心理相談と子育て支援に役立つ親面接入門　福村出版
吉田弘道・山中龍宏・太田百合子・巷野悟郎・山口規容子・牛島廣治（2013）．育児不安尺度の
作成に関する研究 その1 ―4・5か月児、および、10・11か月児の母親用モデル―　小児保
健研究, 72(5), 680-689.
吉田弘道・山中龍宏・太田百合子・巷野悟郎・山口規容子・牛島廣治（2013）．育児不安尺度の
作成に関する研究 その2 ―1歳半児、および、2歳児の母親用モデル―　小児保健研究, 
72(5), 690-698.
吉田弘道（2013）．育児不安尺度の作成に関する研究 その3 ―3歳児、および、4歳児の母親用
モデル―　小児保健研究, 75(6), 780-788.
中田洋二郎・吉田弘道（2013）．子育て支援とペアレント・トレーニング　チャイルドヘルス, 
16(11), 758-760.
益邑千草・中村敬・吉田弘道・三橋美和・堤ちはる・堀井節子・齊藤幸子（2013）．「乳児家庭
全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応困難事例への支援体制
に関する研究(3)総合研究報告　厚生労働科学研究費補助金 成育疾患克服等次世代育成基
盤研究事業「乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応
困難事例への支援体制に関する研究 平成22年度〜24年度総合研究報告書, 1-7.
益邑千草・中村敬・吉田弘道・三橋美和・堤ちはる・堀井節子・齊藤幸子（2013）．「乳児家庭
全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）」の実施状況に関する全国調査の報告（第3報） 
厚生労働科学研究費補助金 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業「乳児家庭全戸訪問
事業（こんにちは赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応困難事例への支援体制に関する
研究 平24年度総括・分担研究報告書, 61-119.
吉田弘道（2013）．訪問員の研修内容について―特に心理面への援助に関して―　厚生労働科
学研究費補助金 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業「乳児家庭全戸訪問事業（こん
にちは赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応困難事例への支援体制に関する研究 平成
24年度総括・分担研究報告書, 166-169.
吉田弘道（2013）．心の発達と保育者のかかわり　中村敬（監修）育児サポート3　一般社団法
人 女性労働協会, 27-37.
吉田弘道（2013）．訪問者に求められる視点とは何か　母子保健 2013年7月号, 4-5.
廣田奈津子・吉田弘道・石田幸子・石津博子（2013）．育児不安の高い母親への対応―赤ちゃん
講座の参加者について―　第60回日本小児保健協会学術集会，国立オリンピック記念青少
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年総合センター．
石金浩史　専修大学人間科学部准教授
石金浩史（2013）．網膜からのマルチニューロン記録と行動実験による視覚系の解明　基礎心理
学研究, 32(1), 95-100.
長畑萌・石金浩史（印刷中）情動ストループ課題による摂食障害研究の現状と課題　専修人間
科学論集：心理学篇．
Nagahata, M., & Ishikane, H. (2013). Attentional bias for body-related visual stimuli in 
eating disorder tendency. Vision Sciences Society 13th Annual Meeting, Naples, 
Florida, USA.
Nagahata, M., & Ishikane, H. (2013). EEG Alpha and beta power characteristics in high 
body dissatisfaction women. The 36th Annual Meeting of the Japan Neuroscience 
Society, Kyoto, Japan.
石金浩史（2013）．網膜からのマルチニューロン記録と行動実験による視覚系の解明　日本基礎
心理学会2012年度第2回フォーラム，豊橋商工会議所．
石金浩史・猪股剛志・齊藤やちほ（2013）．カエルの逃避行動を指標とした視覚情報符号化の解
析　第17回視覚科学フォーラム，立命館大学．
石金浩史（2013）．視覚誘発性行動を利用したニューロン群による情報表現の解明　心理科学研
究センター平成25年度第2回シンポジウム「生理心理学のフロンティア」，専修大学．
石金浩史・猪股剛志・齊藤やちほ（2013）．カエル逃避行動の誘発条件とニューロン活動　日本
基礎心理学会第32回大会，金沢大学．
長畑萌・原澤賢充・石金浩史（2013）．身体関連刺激の視覚探索における脳活動と体型不満との
関係　日本基礎心理学会第32回大会，金沢大学．
岡田謙介　専修大学人間科学部准教授
Okada, K. (2013). Is omega squared less biased? A comparison of three major effect size 
indices in one-way ANOVA. Behaviormetrika, 40, 1-19.
Sakaiya, S., Shiraito, Y., Kato, J., Ide, H., Okada, K., Takano, K., & Kansaku, K. (2013). 
Neural correlate of human reciprocity in social interactions. Frontiers in Decision 
Neuroscience. 7:239. doi: 10.3389/fnins.2013.00239
岡田謙介（2013）．MULTISCALE による最尤多次元尺度構成法　専修人間科学論集：心理学
篇, 3(1), 61-70.
岡田謙介（2013）．第7章 人文科学分野キーワード　日本統計学会（編）日本統計学会公式認定 
統計検定1級対応 統計学　東京図書　pp.193-215.
岡田謙介（2013）．モデル選択のための統計法　日本基礎心理学会 2013年度第1回フォーラム「閉
じられたANOVAとその先」講演，東海大学．
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岡田謙介（2013）．仮説検定の限界を乗り越えるためのベイズ統計学　日本行動計量学会第15回
春の合宿セミナー チュートリアル講演，慶應義塾大学．
岡田謙介（2013）．多次元項目反応理論モデルにおけるベイジアンモデルアベレージング　日本
計算機統計学会 第27回シンポジウム，崇城大学．
Okada, K. (2013). Bayesian Evaluation of Compensation in Multidimensional Item Response 
Models. Ishigaki International Conference on Modern Statistics Theories, Practices, 
and Education in the 21st Century, ANA InterContinental Ishigaki.
波田野結花・岡田謙介（2013）．心理学の研究における効果量とp値の乖離　日本心理学会第77
回大会，札幌コンベンションセンター．
岡田謙介（2013）．一般エスニシティ尺度についての情報仮説のメタ分析　日本心理学会第77回
大会，札幌コンベンションセンター．
岡田謙介（2013）．ベイズ推定によるモデルベースト・クラスタリング　2013年度 統計関連学会
連合大会，大阪大学．
岡田謙介（2013）．クロンバックのαのメタ分析における情報仮説の評価　日本テスト学会第11
回大会，九州大学．
岡田謙介（2013）．心理統計学の導入教育で心がけていること　日本教育心理学会第55回総会 
自主企画シンポジウム「文系学生に対する心理統計教育─統計的検定の基礎の教え方─」，
法政大学．
Okada, K. (2013). Bayesian evaluation of informative hypotheses in multidimensional 
scaling. 2013 Joint Statistical Meetings, Montreal, Canada. 
Okada, K. (2013). A robust Bayesian approach to latent-class multidimensional scaling. The 
78th annual and the 19th International Meeting of the Psychometric Society, Arnhem, 
the Netherlands.
Okada, K. (2012). Bayesian evaluation of asymmetry in multidimensional scaling. The 5th 
International Conference of the ERCIM Working Group on Computing & Statistics, 
Oviedo, Spain.
岡村陽子　専修大学人間科学部准教授
岡村陽子（2013）．米国における臨床神経心理士　専修大学人文科学研究所月報，265, 1-12.
内山愛子・岡村陽子（2013）．脳の機能障害と気分障害：原疾患による比較　専修人間科学論集：
心理学篇, 3(1), 1-10.
Okamura, Y., Ehara, M., Nakajima, Y., Otsuka, E., Akaishi, M. & Yoshinaga, K. (2013). 
Comparison of the Behavior Rating Inventory of Executive Function in English and 
Japanese. 2013 Mid-Year Meeting of International Neuropsychological Society 
Amsterdam, The Netherlands.
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高田夏子　専修大学人間科学部准教授
高田夏子（2013）．九分割統合絵画法を用いた大学生の自閉症スペクトラムの研究(2) ―SD法に
よる描画イメージの因子論的検討―　日本描画テスト・描画療法学会第23回大会，奈良県
新公会堂．
高田夏子（2013）．秘儀荘における女性のイニシエーション　専修大学人文科学研究所月報，
266，南イタリア・シチリア総合研究旅行特集号, 63-76.
国里愛彦　専修大学人間科学部講師
Toki, S., Okamoto, Y., Onoda, K., Matsumoto, T., Yoshimura, S., Kunisato, Y., Okada, G., 
Shishida, K., Kobayakawa, M., Fukumoto, T., Machino, A., Inagaki, M., Yamawaki, S. (in 
press). Hippocampal activation during associative encoding of word pairs and its 
relation to symptomatic improvement in depression: A functional and volumetric MRI 
study. Journal of Affective Disorder.
Yoshimura, S., Okamoto, Y., Onoda, K., Matsunaga, M., Okada, G., Kunisato, Y., Yoshino, A., 
Ueda, K., Suzuki, S., & Yamawaki, S. (in press). Cognitive behavioral therapy for 
depression changes medial prefrontal and ventral anterior cingulate cortex activity 
associated with self-referential processing. Social Cognitive and Affective Neuroscience.
Takagaki, K., Okajima, I., Kunisato, Y., Nakajima, S., Kanai, Y., Ishikawa, S. I., & Sakano, Y. 
(2013). Preliminary assessment of the behavioral activation model in Japanese 
undergraduate students. Psychological reports, 112(1), 47–59.
Koseki, S., Noda, T., Yokoyama, S., Kunisato, Y., Ito, D., Suyama, H., Matsuda, T., Sugimura, 
Y., Ishihara, N., Shimizu, Y., Nakazawa, K., Yoshida, S., Arima, K., Suzuki, S. (2013). 
The relationship between positive and negative automatic thought and activity in the 
prefrontal and temporal cortices: A multi-channel near-infrared spectroscopy (NIRS) 
study. Journal of Affective Disorders, 151(1), 352-359.
髙垣耕企・岡島　義・国里愛彦・中島　俊・金井嘉宏・石川信一・坂野雄二（2013）．Behavioral 
Activation for Depression Scale (BADS) 日本語版の作成　精神科診断学, 6(1), 76-85.
国里愛彦・鈴木伸一（2013）．マインドフルネス/行動活性化療法/弁証法的行動療法　精神科臨
床サービス, 13, 212-213.
国里愛彦（2013）．共同研究の方法　臨床心理学, 13(3), 384-385.
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